
















【工法】　　河川海岸－多自然型護岸工 技術詳細説明資料 様式３

技術の名称 シビックマット

開発会社名 前田工繊株式会社

ＮＥＴＩＳ登録番号 ■登録済み：登録番号【ＣＢ-030077】　　　　　□未登録

申請先の地方整備局 国土交通省　中部地方整備局

分類 〔レベル１：河川海岸〕、〔レベル２：多自然型護岸工〕、〔レベル３：その他〕

使用可能な工事の種類 河川護岸工、池・水路等の法面保護工

技術名称 連接ブロック工

備考

中 小 従来技術のコスト 申請技術のコスト 従来技術との比較＜結果＞

イニシャルコスト
300㎡当り施工単価
　(申請技術の1日当り施工量)

2,669,040円/300㎡ 1,909,900円/300㎡ 28.44％向上

対象外 - - -

- - -

その他 - - -

トータルコスト 2,669,040円/300㎡ 1,909,900円/300㎡ 28.44％向上

備考

中 小 ①現行基準値等
③申請技術について実証によ
り確認した数値等

④従来技術との比較＜結果＞

構造
- - - -

- - - -

施工段階 作業員に対する事故等の発生

｢土木工事安全施工技術指針｣
の｢第1章総則、第2章安全措
置一般、第6章運搬工｣による

作業員に対する事故等の実績
件数は0件である。

同等である。

クレーン作業を伴うため、下記
の法令を遵守すること。
　・労働安全衛生法：第61条
　・労働安全衛生法施工令：第
20条
　・労働安全衛生規則：第41条

※仮設工については施工段階の
安全性は含まない。

第3者に対する事故等の発生
｢土木工事安全施工技術指針｣
の｢第1章総則、第2章安全措
置一般、第6章運搬工｣による

第3者に対する事故等の実績
件数は0件である。

同等である。

コンクリートブロックの強度
フィルターシートの強度 JISA　5371：プレキャスト無筋

コンクリート製品の積みブロッ
クに準拠

圧縮強度：18N/mm2以上
引張強度：たて方向
2.94KN/5cm以上

同等である。

コンクリートの耐久性(中性化)
フィルターシートの耐久性(性能
劣化)

JISA　5364：プレキャストコンク
リート製品に準拠

水セメント比：50％以下
素材のﾎﾟﾘｴｽﾃﾙは通常使用環
境では良好

同等である。

アンカーピンの強度
道路橋示方書・同解説：（社）
日本道路協会

許容応力度：180(N/mm2) 同等である。

構造体の安定性

・｢美しい山河を守る災害復旧
基本方針｣：(社)全国防災協会
の表4.1(1)
・｢河川災害復旧工法技術指針
(案)｣：(社)全国防災協会
・｢護岸の設計力学法｣：(財)国
土開発技術センター

・法勾配：1:1.5より緩い
・設計流速：4ｍ/s以下

同等である。

コンクリートブロックとフィルター
シートの付着性 ｢河川災害復旧工法技術指針

(案)｣：(社)全国防災協会
ブロック1個当りの固着強さ：
　　　490N/個　以上

同等である。

能力
- - - -

材料 ブロック規格
・設計基準強度：18N/mm2以
上
・シビックマット単位面積質量：
132kg/㎡以上
・シートとの固着(剥離)強さ：
500N/個以上

JISA　5371：プレキャスト無筋
コンクリート製品の積みブロッ
クに準拠

・設計基準強度：32.32N/mm2
・シビックマット単位面積質量：
130～138kg/㎡
・シートとの固着(剥離)強さ：
735～1373N/個

同等である。

コンクリート中のアルカリ総量
無筋コンクリート：3.0kg/m3以
下

2.37kg/m3

施工 シビックマット施工要領

- - -

製品寸法

-
品質規格・物性試験条件(シ
ビックマット)を参照

同等である。

製品外観

-
品質規格・物性試験条件(シ
ビックマット)を参照

同等である。

ブロック

-
品質規格・物性試験条件(シ
ビックマット)を参照

同等である。

合理化 工程
現行標準施工量：6日／300ｍ
2当り

標準施工量：1日/300m2
(シビックマット工)

工期の短縮が図られる。

現場条件 搬入路

-
製品搬入車両(通常10tトラック)
と施工クレーン等が通行可能
な搬入路が必要。

同等である。

製品仮置き場

-
施工場所近郊に2～3日分の
マット敷設数量を仮置きするス
トックヤードが必要

同等である。

物性

形状

完成物

施工性

品質・出来形

※労働安全衛生法上の安全
性等は含まない。

ランニングコスト

耐久性

大

安全性

申請者記入欄

その他

比較対象とする従来技術

選定理由 連節ブロック工法は、従来からある多自然型護岸工法として高い評価を得ており、当工法と同様に法面被覆保護効果を持ちながら、植生の復元・環境保全に対
する機能を有する工法である。申請技術は、施工精度の向上、環境への配慮を目的として開発したことから、従来技術として連節ブロック工法を選定した

評価項目 申請者記入欄

大

経済性

評価項目



作業スペース

-
選定した敷設用のクレーンの
作業半径を確保できる作業ス
ペースが必要。

同等である。

適用範囲 勾配対応
｢美しい山河を守る災害復旧基
本方針｣：(社)全国防災協会の
表4.1（1）

１：1.5より緩い勾配に適用 同等である。

自然条件 流速対応

｢美しい山河を守る災害復旧基
本方針｣：(社)全国防災協会の
表4.1（2）

設計流速4ｍ/ｓ以下 同等である。

その他条件

｢美しい山河を守る災害復旧基
本方針｣：(社)全国防災協会の
表4.1（3）

・転石が少ない河川や水衝部
以外に適用
・背後に住宅や重要施設が無
い場合に適用

同等である。

施工管理 施工管理項目及び頻度

- - 同等である。

難易度 熟練工への依存度

- -

従来技術はブロック工や特殊
作業員等の熟練工への依存度
が大きいが、当工法は工場規
格で予め配列され熟練工を必
要としない。

社会環境 土壌汚染への影響

-

シートとブロックの固定には、
接着剤を使用せず補強用の
ループ糸により固定することに
より、土壌等への環境ホルモン
の流出を回避している。

土壌環境汚染防止に貢献。

作業員環境

｢土木工事安全施工技術指針｣
の｢第1章総則、第2章安全措
置一般、第6章運搬工｣による

特に問題なし 同等である。

独自基準等の有無 技術指針、設計基準等 有無他（　　　） シビックマット技術資料〔添付資料1〕

積算基準等 有無他（　　　） シビックマット技術資料〔添付資料1〕

施工管理基準等

その他

その他

周辺環境への影響

有無他（　　　）






